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令
和
元
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
二
〇
回
大
会

要
旨
集

総
合
司
会
／
弘
前
大
学
教
授

郡

千
寿
子

司
会
／
静
岡
英
和
学
院
大
学
准
教
授

畑

恵
里
子

『
源
氏
物
語
』
明
石
姫
君
の
裳
着
―
秋
好
中
宮
に
よ
る
腰
結
の
意
義
―

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

神
原

勇
介

『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
「
水
鳥
の
陸
に
ま
ど
へ
る
心
地
」
の
「
水
鳥
」
の
深
層
―
漢
詩
文
表
現
の
類
例
と
の
異
な
り
か
ら
―

横
浜
隼
人
高
校
非
常
勤
講
師

浜
田

賢
一

司
会
／
関
西
学
院
大
学
教
授

森
田

雅
也

「
化
物
屋
敷
」
の
化
物
―
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
を
中
心
に
―

青
山
学
院
大
学
大
学
院

岡
島

由
佳

総
合
司
会
／
同
志
社
女
子
大
学
准
教
授

大
津

直
子

子
規
に
お
け
る
其
角
の
位
置
―
蕪
村
評
価
へ
の
一
視
点
―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ

田
部

知
季

司
会
／
奈
良
教
育
大
学
教
授

日
高

佳
紀

森
鷗
外
「
蛇
」
論
―
宗
教
を
手
が
か
り
に
―

大
正
大
学
大
学
院

岩
谷

泰
之

谷
崎
潤
一
郎
「
乱
菊
物
語
」
論
―
複
数
の
作
中
人
物
の
内
面
を
語
る
語
り
手
―

関
西
大
学
大
学
院

猪
口

洋
志



全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
二
〇
回
大
会

研
究
発
表
会

発
表
要
旨

【
研
究
発
表
会
・
共
通
講
義
棟
一
〇
一
教
室
】

『
源
氏
物
語
』
明
石
姫
君
の
裳
着

―
秋
好
中
宮
に
よ
る
腰
結
の
意
義
―

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

神
原

勇
介

『
源
氏
物
語
』
梅
枝
巻
に
は
、
明
石
姫
君
（
以
下
、
姫
君
）
の
裳
着
の
記

事
が
あ
る
。
裳
着
は
男
性
の
元
服
に
当
た
る
女
子
の
成
人
儀
礼
で
、
裳
の
腰

紐
を
結
ぶ
「
腰
結
」
は
元
服
の
「
加
冠
」
に
匹
敵
す
る
重
要
な
役
回
り
で
あ

っ
た
。
明
石
姫
君
の
場
合
、
こ
れ
を
務
め
た
の
は
秋
好
中
宮
（
以
下
、
秋
好
）

で
あ
る
。
腰
結
役
は
、
父
親
自
身
、
な
い
し
は
、
親
族
中
の
高
位
の
者
が
行

う
と
さ
れ
、
秋
好
は
一
見
適
任
と
も
映
る
。
し
か
し
、
当
帝
の
中
宮
が
一
臣

下
の
娘
の
裳
着
で
腰
結
を
務
め
る
こ
と
は
、
物
語
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
史
実

上
に
も
例
が
な
い
。
そ
の
点
は
光
源
氏
自
身
も
述
べ
て
お
り
、
作
品
中
で
も

同
様
の
認
識
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
異
例
を
嫌
う
平
安
貴
族
社
会
の
風

土
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
将
来
の
中
宮
を
目
指
す
姫
君
に
無
用
な
傷
を
負
わ

せ
か
ね
な
い
冒
険
的
な
措
置
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
光
源
氏
は
な
ぜ
そ
ん

な
人
選
を
行
っ
た
の
か
。

述
べ
た
よ
う
に
、
中
宮
の
腰
結
の
例
は
史
実
に
な
く
、
准
拠
論
の
観
点
で

は
、
「
歴
史
離
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
中
宮
の
腰
結
は

な
い
の
に
、
逆
に
臣
下
の
元
服
で
天
皇
が
加
冠
を
務
め
た
例
は
あ
る
。
桓
武

天
皇
が
藤
原
緒
嗣
の
、
光
孝
天
皇
が
藤
原
時
平
の
元
服
の
そ
れ
ぞ
れ
加
冠
と

な
っ
た
事
例
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
中
宮
の
腰
結
以
上
に
破
格
の
処
遇

と
見
え
る
。
歴
史
上
に
存
在
し
な
か
っ
た
中
宮
腰
結
と
い
う
設
定
は
、
こ
の

天
皇
加
冠
の
史
実
を
裏
返
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
る
作
品
固
有
の
虚
構
で
あ

り
、
そ
の
手
法
ゆ
え
に
、
現
実
に
あ
り
う
る
事
柄
で
あ
る
が
ご
と
き
説
得
性

が
胚
胎
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

姫
君
は
、
后
と
な
る
将
来
を
占
わ
れ
て
い
る
が
、
無
為
に
し
て
そ
れ
が
実

現
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
。
特
に
卑
姓
の
実
母
を
持
つ
姫
君
に
は
、
将
来
の
中

宮
候
補
と
し
て
大
き
な
負
い
目
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
覆
い
隠
し

て
き
た
の
が
養
母
の
紫
の
上
で
あ
っ
た
。
光
源
氏
が
、
秋
好
の
腰
結
に
よ
っ

て
、
姫
君
に
さ
ら
な
る
箔
付
け
を
試
み
た
の
は
、
紫
の
上
を
養
母
に
擁
す
る

だ
け
で
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
と
見
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
紫
の
上
の
限
界
の
露
呈
で
も
あ
り
、
や
が
て
惹
起
さ
れ
て
く
る
六
条

院
の
動
揺
を
暗
示
す
る
役
を
も
担
っ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
「
水
鳥
の
陸
に
ま
ど
へ
る
心
地
」
の
「
水
鳥
」
の
深
層

―
漢
詩
文
表
現
の
類
例
と
の
異
な
り
か
ら
―

横
浜
隼
人
高
校
非
常
勤
講
師

浜
田

賢
一

『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
に
は
、
意
見
百
出
の
諺
「
水
鳥
の
陸
に
ま
ど
へ
る

心
地
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
九
州
脱
出
を
遂
げ
た
玉
鬘
一
行
が
九
条
で
滞
留
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
戸
惑
い
の
表
現
と
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先

行
説
は
『
本
朝
文
粋
』
の
一
節
「
水
鳥
之
陸
歩
」
を
参
照
し
つ
つ
、
「
村
上

天
皇
の
策
問
を
引
い
た
と
み
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
当
時
の
諺
と
み
る
べ
き
も

の
か
」
と
の
結
論
に
留
め
る
の
み
だ
。
確
か
に
、
こ
の
一
節
は
詩
の
良
し
悪

し
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
て
当
該
の
文
脈
に
馴
染
ま
ず
、
直
接
の
典
拠
で



は
な
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
同
表
現
の
希
少
性
や
類
似
表

現
の
あ
り
よ
う
に
目
を
向
け
る
と
新
た
な
一
面
が
見
え
て
く
る
。

同
表
現
は
先
の
一
節
の
み
の
よ
う
だ
。
一
方
、
類
似
表
現
は
『
金
光
明
最

勝
王
経
』
の
「
如
魚
処
陸
」
等
が
あ
り
、
陸
地
に
不
慣
れ
で
戸
惑
う
生
物
と

し
て
、
当
該
の
「
水
鳥
」
で
は
な
く
、
「
魚
」
が
目
立
つ
。
よ
っ
て
、
玉
鬘

巻
で
用
い
ら
れ
た
「
水
鳥
の
陸
に
～
」
と
は
、
陸
地
に
不
慣
れ
な
代
表
格

「
魚
」
を
用
い
た
諺
が
回
避
さ
れ
、
や
や
も
す
れ
ば
上
陸
も
す
る
「
水
鳥
」

の
表
現
が
用
い
ら
れ
た
形
と
な
る
。

都
で
の
貴
族
と
し
て
の
再
起
が
叶
わ
ぬ
玉
鬘
た
ち
の
「
瀕
死
」
状
態
を
よ

り
よ
く
表
現
し
得
る
陸
上
の
「
魚
」
で
は
な
く
、
「
水
鳥
」
が
用
い
ら
れ
た

理
由
と
し
て
は
物
語
に
描
か
れ
る
水
鳥
「
雁
」
の
意
図
的
な
比
喩
の
連
環
が

見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
玉
鬘
十
帖
の
「
雁
」
が
内
大
臣
家
の
血
脈
、

な
か
で
も
居
所
を
転
々
と
す
る
姫
君
ら
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
く
か

ら
だ
。
当
該
で
は
玉
鬘
は
内
大
臣
家
の
娘
と
は
知
ら
れ
ぬ
段
階
で
あ
り
、
一

行
の
一
員
と
し
て
朧
気
に
し
か
認
知
し
え
ぬ
。
そ
の
折
、
同
じ
く
「
雁
」
と

は
断
言
し
き
れ
ぬ
、
曖
昧
模
糊
と
し
た
「
水
鳥
」
に
隠
れ
た
存
在
と
し
て
描

か
れ
た
の
だ
。

さ
て
、
玉
鬘
一
行
は
『
古
謡
集
』
の
一
節
「
早
船
鳥
な
れ
ば
」
を
思
わ
せ

る
「
早
舟
」
に
乗
り
、
九
条
に
迷
っ
て
「
水
鳥
」
と
語
ら
れ
る
。
後
に
、
一

行
は
南
下
し
、
観
音
霊
験
の
風
を
得
て
雁
の
如
く
北
上
し
、
宿
願
で
あ
っ
た

父
内
大
臣
と
の
再
会
を
果
た
す
。
こ
う
し
た
展
開
の
中
に
先
の
表
現
が
あ
っ

た
点
を
、
当
時
か
ら
す
で
に
南
方
に
観
音
霊
場
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
と
合
わ

せ
て
論
じ
る
。

「
化
物
屋
敷
」
の
化
物

―
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
を
中
心
に
―

青
山
学
院
大
学
大
学
院

岡
島

由
佳

本
発
表
で
は
、
化
物
と
遭
遇
す
る
「
化
物
屋
敷
」
の
話
型
の
特
徴
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
「
化
物
屋
敷
」
の
話
型
は
、
化
物
が
出
る
と
い
う
噂
の
屋
敷

に
、
人
間
が
そ
れ
を
確
認
す
べ
く
尋
ね
る
と
、
そ
の
正
体
は
年
を
経
た
動
物

や
そ
こ
に
か
つ
て
住
ん
だ
者
の
霊
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
が
多
い
。

「
化
物
屋
敷
」
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
の
側
か
ら
民
間
伝
承
の
資
料
や
都
市

部
の
例
を
中
心
に
宮
田
登
氏
や
、
橋
爪
紳
也
氏
等
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
先

行
論
文
で
は
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
の
「
化
物
屋
敷
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
を
通
し
て
精
査
す
る
こ
と
で
「
化
物
屋
敷
」
の

話
型
の
分
類
を
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
の
「
化
物
屋
敷
」
に
出
現
す
る
化
物
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
い
た
の
か
を
具
体
的
に
示
す
た
め
、
『
仮
名
草
子
集

成
』
所
収
全
作
品
、
近
世
初
・
中
期
の
怪
談
作
品
を
対
象
と
し
、
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
を
通
覧
し
、
分
類
す
る
と
四
つ
の
類
型
に
整
理
で
き
る
と
い
え
る
。

一
つ
は
化
物
の
正
体
が
幽
霊
の
場
合
、
次
に
動
植
物
・
器
物
の
場
合
、
そ
し

て
正
体
不
明
の
場
合
、
最
後
に
地
神
の
場
合
で
あ
る
。
化
物
の
正
体
の
違
い

は
、
「
化
物
屋
敷
」
の
訪
問
者
で
あ
る
人
間
と
の
関
係
や
、
話
の
構
図
、
結

末
と
関
わ
っ
て
い
る
。
化
物
と
人
間
の
勝
劣
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
幽

霊
や
動
植
物
・
器
物
に
お
い
て
は
人
間
が
よ
り
優
勢
で
あ
り
、
正
体
不
明
の

化
物
に
お
い
て
は
人
間
と
の
力
は
拮
抗
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
圧
倒
的

な
力
を
持
つ
地
神
は
、
人
間
に
は
敵
う
べ
く
も
な
く
善
に
も
悪
に
も
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
化
物
が
「
化
物
屋
敷
」
と
い
う
空
間
の
な
か
で
、
人
間
に
様
々

に
働
き
か
け
る
特
徴
的
な
行
動
に
は
早
く
は
『
曽
呂
里
物
語
』
『
諸
国
百
物



語
』
『
新
御
伽
婢
子
』
な
ど
に
型
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
後
続
の
仮
名

草
子
・
浮
世
草
子
作
品
に
見
ら
れ
る
「
化
物
屋
敷
」
の
話
に
組
み
込
ま
れ
、

「
化
物
屋
敷
」
の
話
型
と
し
て
形
作
ら
れ
て
い
き
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
定
型
化
し
て
い
く
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
て
考
察
す
る
。

子
規
に
お
け
る
其
角
の
位
置

―
蕪
村
評
価
へ
の
一
視
点
―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ

田
部

知
季

正
岡
子
規
の
俳
句
革
新
に
お
い
て
、
其
角
は
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
。

子
規
は
芭
蕉
に
代
表
さ
れ
る
元
禄
調
と
、
蕪
村
に
代
表
さ
れ
る
天
明
調
を
対

置
し
、
両
者
の
延
長
線
上
に
明
治
期
の
新
派
俳
句
を
位
置
づ
け
た
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
子
規
研
究
で
も
芭
蕉
と
蕪
村
か
ら
の
影
響
が
度
々
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
だ
が
子
規
自
身
の
発
言
に
よ
る
と
、
「
芭
蕉
の
心
髄
」
た
る
七
部
集

だ
け
で
は
「
元
禄
を
尽
さ
ず
」
、
「
少
く
と
も
其
角
の
著
書
の
一
二
な
り
と

も
読
む
べ
」
き
だ
と
い
う
（
「
或
問
」
、
明
治
三
一
）
。
本
発
表
で
は
、
芭
蕉

即
元
禄
調
と
い
う
図
式
に
還
元
で
き
な
い
其
角
へ
の
評
価
が
、
後
年
の
蕪
村

評
価
に
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
子
規
に
よ
る
虚
栗
調
の
評
価
を
確
認
す
る
。
子
規
は
俳
句
分
類
の

過
程
で
近
世
期
の
俳
書
を
通
史
的
に
辿
り
、
明
治
二
四
年
末
頃
に
は
「
七
部

集
（
殊
に
猿
蓑
）
に
眼
を
開
」
い
て
「
始
め
て
元
禄
の
貴
ぶ
べ
き
を
知
」
っ

た
と
い
う
（
「
俳
句
の
初
歩
」
、
明
治
三
二
）
。
だ
が
、
子
規
は
そ
れ
以
前
に

其
角
編
『
虚
栗
』
（
天
和
三
）
に
出
会
っ
て
い
た
。
彼
は
同
書
を
「
著
る
し

く
俳
諧
の
一
時
代
を
限
り
し
も
の
に
て
其
魂
は
既
に
正
風
の
本
体
を
得
た

り
」
と
高
く
評
価
し
て
お
り
（
「
獺
祭
書
屋
俳
話
」
、
明
治
二
五
）
、
そ
の
傍

ら
、
漢
語
に
依
存
し
た
句
調
を
「
佶
屈
」
と
難
じ
て
い
る
。

次
に
、
俳
句
革
新
始
発
期
の
子
規
句
に
お
け
る
其
角
の
影
響
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
子
規
は
虚
栗
調
の
「
佶
屈
」
さ
に
批
判
的
で
あ
り
、
実
作
面
で
其

角
句
か
ら
顕
著
な
影
響
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
実

践
し
て
い
た
「
句
兄
弟
」
か
ら
は
其
角
に
対
す
る
関
心
の
一
端
が
窺
え
る
。

最
後
に
、
一
連
の
其
角
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
、
明
治
二
九
年
頃
の
「
蕪

村
調
」
に
対
す
る
子
規
の
立
場
を
再
検
討
し
た
い
。
子
規
に
よ
れ
ば
「
漢
語

は
延
宝
天
和
の
間
其
角
一
派
が
濫
用
し
て
終
に
其
調
和
を
得
ず
」
、
「
蕪
村

に
至
り
て
始
て
成
功
を
得
た
」
と
い
う
（
「
俳
人
蕪
村
」
、
明
治
三
〇
）
。
子

規
は
そ
う
し
た
蕪
村
句
の
漢
語
を
支
持
し
つ
つ
、
漢
語
を
乱
用
す
る
同
時
代

俳
人
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
そ
う
し
た
評

価
の
背
後
に
虚
栗
調
へ
の
批
判
意
識
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

森
鷗
外
「
蛇
」
論

―
宗
教
を
手
が
か
り
に
―

大
正
大
学
大
学
院

岩
谷

泰
之

森
鷗
外
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月
『
中
央
公
論
』
第
二
六
年
第

一
号
に
「
蛇
」
を
発
表
し
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
理
学
博
士
で

あ
る
主
人
公
が
信
州
の
穂
積
家
で
一
泊
す
る
。
す
る
と
女
の
独
り
言
が
聞
こ

え
て
く
る
。
穂
積
家
で
は
当
主
・
千
足
の
母
が
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
で
、
そ

の
日
は
二
七
日
の
前
日
で
あ
っ
た
。
奉
公
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
偶
然
初
七
日

の
晩
か
ら
仏
壇
に
蛇
が
居
座
る
よ
う
に
な
り
、
千
足
の
妻
は
そ
れ
か
ら
お
か

し
く
な
っ
た
と
い
う
。
生
前
か
ら
妻
と
母
と
の
間
に
は
確
執
が
あ
り
、
千
足

は
そ
れ
を
悩
ん
で
い
た
。
話
を
聞
き
終
え
た
主
人
公
は
、
た
だ
習
性
で
仏
壇

に
い
る
だ
け
だ
と
そ
の
蛇
を
捕
ま
え
、
妻
を
精
神
科
に
診
せ
る
よ
う
に
と
、

科
学
的
に
穂
積
家
の
問
題
を
解
決
す
る
。



こ
の
よ
う
な
作
品
に
対
し
先
行
研
究
で
は
、
作
中
で
千
足
の
妻
が
無
政
府

主
義
者
や
社
会
主
義
者
に
例
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
表
当
時
の
大
逆

事
件
に
結
び
付
け
ら
れ
、
家
族
国
家
観
を
踏
ま
え
、
国
家
の
問
題
が
家
の
問

題
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
先
行
研
究
を
も
と
に
、
本
発
表
で
は
宗
教
を
手
が
か
り
に
作
品

を
分
析
す
る
。
「
蛇
」
で
は
穂
積
家
の
先
代
が
仏
教
の
信
者
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
信
者
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
最

近
の
女
性
は
「
神
様
」
「
仏
」
「
天
帝
」
を
理
由
に
説
得
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
い
っ
た
こ
と
や
、
キ
リ
ス
ト
の
山
上
の
説
教
は
利
害
に
う
っ
た
え
か

け
て
い
る
等
、
宗
教
に
関
す
る
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
家
族
国
家
観
を
論
じ
た
穂
積
八
束
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

刊
行
の
『
国
民
教
育

愛
国
心
』
で
、
日
本
の
国
教
は
祖
先
を
崇
拝
す
る
「
祖

先
教
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
明
治
政
府
の
成
立
に
よ
り
、
神
仏
分
離
が
行
わ

れ
、
日
本
人
の
宗
教
観
は
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
葬
式
の
あ
り

方
や
、
死
者
へ
の
意
識
に
も
変
化
を
お
よ
ぼ
し
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
宗
教

に
ま
つ
わ
る
問
題
が
、
作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
い
。

谷
崎
潤
一
郎
「
乱
菊
物
語
」
論

―
複
数
の
作
中
人
物
の
内
面
を
語
る
語
り
手
―

関
西
大
学
大
学
院

猪
口

洋
志

本
作
は
谷
崎
の
作
品
中
で
唯
一
、
角
書
き
に
「
大
衆
小
説
」
と
附
さ
れ
た

作
品
で
あ
る
。
〈
自
由
な
る
空
想
の
余
地
〉
を
求
め
て
、
〈
戦
乱
の
世
〉
の

〈
時
代
に
眼
を
つ
け
た
〉
谷
崎
で
あ
る
が
、
連
載
中
に
離
婚
を
し
、
〈
周
囲

の
空
気
の
た
め
に
心
お
ち
つ
か
ず
、
と
て
も
筆
が
執
れ
〉
な
く
な
り
、
連
載

を
中
断
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
連
載
中
断
の
原
因
は
離
婚
だ
け
で
は
な
く
、

谷
崎
が
描
こ
う
と
し
た
大
衆
小
説
が
、
他
の
大
衆
小
説
と
異
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
谷
崎
の
終
生
の
テ
ー
マ
で
あ
る
女
性
讃
美
を
本
作

に
持
ち
込
も
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

本
作
の
語
り
手
は
、
〈
読
者
〉
に
対
し
て
、
〈
此
の
物
語
〉
を
記
述
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
話
を
展
開
さ
せ
て
い
く
。
語
り
手
は
、
語
り
の
現
在
に
位

置
し
な
が
ら
過
去
の
永
正
年
中
を
語
る
場
合
と
、
過
去
で
あ
る
は
ず
の
永
正

年
中
を
あ
た
か
も
現
在
と
し
て
語
る
場
合
と
が
あ
る
。
語
り
手
は
、
現
在
と

過
去
を
往
復
し
つ
つ
、
〈
此
の
物
語
〉
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
作
は
宝
物
を
め
ぐ
る
攻
防
を
描
く
系
統
と
側
室
を
求
め
る
武
士
の
主
従

間
の
争
い
を
描
く
系
統
の
二
系
統
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
語

り
手
が
内
面
を
語
る
人
物
は
、
播
州
の
城
主
と
そ
の
周
辺
に
い
る
人
物
で
あ

り
、
側
室
を
求
め
る
主
従
の
争
い
を
描
く
系
統
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。
反

対
に
語
り
手
が
内
面
を
語
る
こ
と
の
な
い
作
中
人
物
は
、
室
の
津
の
遊
女
か

げ
ろ
ふ
を
中
心
と
し
た
宝
物
を
め
ぐ
る
攻
防
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。

〈
読
者
〉
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
、
内
面
を
語
ら
れ
て
い
る
人
物
に
寄
り

添
う
よ
う
な
視
点
を
与
え
ら
れ
る
。
内
面
を
語
ら
れ
る
主
な
作
中
人
物
は
四

者
お
り
、
四
者
四
様
の
内
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
谷
崎
が
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
女
性
讃
美
に
つ
い
て
は
、
赤
松
上
総
介
政
村
の
内
面
を
描
く
こ
と
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
作
中
人
物
の
内
面
を
も
描
い
た
こ
と
か

ら
、
女
性
讃
美
と
い
う
テ
ー
マ
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
「
大
衆
小
説
」
に

女
性
讃
美
の
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
谷
崎
で
は
あ
る
が
、
肝
心
の
女
性
讃
美
を

描
き
切
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
発
表
に
て
、
以
上
を
論
証
す
る
こ
と
と
す
る
。
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